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生島 嗣 （いくしま ゆずる） 

LGBTQ は周囲との違いから、隠れて暮らしている人も 

多い。見た目だけで判断しない、多様さを前提とした 

社会の実現を希望する。 

認定 NPO 法人ぷれいす東京 代表 

HIV に関する相談、支援を行う NPO 法人の代表。 

社会福祉士。研究テーマは、就労、メンタルヘルス等。

60 代ゲイ男性。 

 

大嶋 栄子 （おおしま えいこ） 

社会のなかには見えづらい孤立があります。 

困難さが重なると、誰も自分のことは理解出来ないと感じ、助けを 

求めるエネルギーを失くしてしまいます。 

私たちは援助の領域を超えて、見えづらい孤立に気づき、 

アウトリーチする必要があります。 

NPO 法人リカバリー代表、国立精神・神経医療研究センター 

精神保健研究所客員研究員。 

さまざまな被害体験を背景に抱える人の暮らしに目を向けながら、

彼らの Life(生活・人生)を支える活動をおこなう。 

 

河野 康子 （こうの やすこ） 

高齢者や若年層の消費者被害・トラブルが増えています。多くは、

誰にも相談できずに泣き寝入りとなることで、孤立感・孤独感が一

層深まり、生活困窮や命の危機へつながります。声をあげたくても

あげられない人がいます。いろいろな支援があることを伝えて、国

民一人一人が社会の応援団になりましょう。 

認定 NPO 法人消費者スマイル基金事務局長 

生活協同組合理事、（一社）全国消費者団体連絡会事務局長を 

経て、2017 年消費者被害防止救済のための助成団体「消費者 

スマイル基金」設立と同時に事務局長を務める。 



 

 

重光 喬之 （しげみつ たかゆき） 

制度の狭間で孤立している難病者 700 万人の働くを 

考えることは、未来の働くを作ること 

NPO 法人両育わーるど理事長、難病者の社会参加を 

考える研究会発起人。 

今秋『難病者の社会参加白書』を全自治体へ配布、 

無償公開予定。脳脊髄液減少症患者。 

 

髙坂 朝人 （たかさか あさと） 

僕は、犯罪者でした。 

罪を犯したすべての人は、自分と未来を変えられる。 

でも、１人では変えられない。 

NPO 法人再非行防止サポートセンター愛知 理事長 

KOSE 株式会社 代表取締役 

全国再非行防止ネットワーク協議会 代表 

 

田中 宝紀 （たなか いき） 

日本で暮らす外国籍の方は約 300 万人。日本語が 

わからなくても、ルーツが異なっていても、日本社会で 

共に生きています。人として出会い、人として支え合う 

社会を。 

NPO 法人青少年自立援助センター 

定住外国人支援事業部責任者 

16 才でフィリピン留学。2010 年より海外にルーツを持つ

子ども・若者の専門教育支援事業、就労支援事業を 

運営。 



 

 

 

牧野 史子 （まきの ふみこ） 

介護のために“仕事や人生をあきらめることのない 

社会をつくる”ために 

先人たちの知見を集め、地域社会や規範を少しずつ 

変えていく力にしていきたいと思っています。 

共に歩を進めましょう。 

NPO 法人介護者サポートネットワークセンター理事長 

一般社団法人日本ケアラー連盟 共同代表理事 

阪神大震災支援活動中に“介護者の孤立問題”に取り組む。 

2001 年東京にて「アラジン」を設立。介護者サロンや「ケアラーズ

カフェ」の波及、ならびに「ケアラー支援推進法」の制定をめざして

いる。 


